
質問紙調査
目的：がん遺伝子パネル検査が
患者の精神的苦痛に及ぼす影響
および精神的苦痛に関連する要
因を明らかにすること
対象：がん遺伝子パネル検査の
同意を取得した18歳以上の患者
期間：2023年2月-2025年4月
症例数：700例
登録施設：国立がん研究セン
ター中央病院、栃木県立がんセ
ンター、順天堂大学医学部付属
順天堂医院、横浜市立市民病院、
富山県立中央病院、名古屋市立
大学病院、京都府立医科大学病
院
主要評価項目：抑うつ
副次評価項目：不安、QOL、抑
うつの関連要因

予備調査の結果（中央病院）
抑うつ 同意取得時 13%

結果説明時 20%

がん遺伝子パネル検査を受ける患者の苦痛緩和支援

背景
がんゲノム医療中核拠点病院等を中心に、がんゲノム医療の提供体制が整備されてきた。
がん遺伝子パネル検査等の更なる有効性に関わる科学的根拠の収集と、必要な患者が適切なタイミングでがん遺伝子パネル検査等および
その結果を踏まえた治療を受けられるよう検討が必要である。

現在、がん遺伝子パネル検査が、がんゲノム医療につながる割合は10%未満と低く、大きな期待からの落差による精神的苦痛への影響が
懸念されるが、日本における実態は明らかではなく、サポート体制も確立されていない。

目的︓ がん遺伝子パネル検査が患者の精神的苦痛に及ぼす影響について科学的根拠の収集
がん遺伝子パネル検査を受ける患者の精神的苦痛のサポート体制の確立

支援プログラム開発 第4期がん対策推進基本計画ロジックモデル：がん医療提供体制等（がんゲノム医療）

■プログラム開発
情報収集︓インタビュー（24施設43名）/ 
The PiGeOnプロジェクト等
資材開発︓多職種ワーキンググループ（医
療従事者、PPI）/ 修正デルファイ法
外部評価︓7名（医師、看護師、PPI等）
↓
■評価尺度開発
目的︓CGP検査を受けた患者の心理社会的影
響を測る尺度（MICRA-CGP）の開発
対象︓CGP検査結果を受けた18歳以上の患者
期間︓2026年1月～6月
症例数︓150例
登録施設︓国立がん研究センター中央病院
等12施設
↓
■実施可能性試験
目的︓支援プログラムの臨床的実施可能性
の検証
対象︓CGP検査を受けた18歳以上の患者
期間︓2026年8月～
症例数︓40例
登録施設︓国立がん研究センター中央病院
↓
■有効性検証試験（ランダム化比較試験）
2027年度以降
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